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◆学術局から 

１．第４回研修会の報告 

平成 16年 3月 14日（日）、千葉市療育センタ 

ーふれあいの家にて、千葉県言語聴覚士会平成 15

年度第 4回研修会を開催しました。今回は小児分

野の症例検討会で、発表者及び助言者は以下のと

おりでした。 

参加者は 52名（うち会員・会友 36名、会員外

16名、学生 0名） 

発表１：「アスペルガー障害疑い児の ST 診療とそ

の背景」 小宮山 則彦 先生（亀田クリニック） 

発表２：「構音獲得に困難を示した言語発達遅滞

の一例」 依田 美都 先生（帝京大学市原病院） 

助言者：田中 康雄 先生(国立精神・神経センター

国府台病院) 

知念 洋美 先生（千葉リハビリテーショ

ンセンター） 

 

 症例検討会の後、2 グループに分かれて懇親会

を行いました。各グループでは助言者及び発表者

の先生方が中心となって、症例についての相談や 

 

 

意見交換、臨床で役立つ情報交換等がなされまし 

た。当日行ったアンケートでは「とても良かった」

7名、「普通」、「期待していた内容と異なった」は

各 0名でした。以下に、アンケート結果の一部を

ご紹介します。 

〈研修会の感想〉 

・病院の ST としてアスペルガー障害のケースに

援助する時、何ができるかを示していただいてと

ても参考になりました。また、構音の問題を主訴

としていても全体的な評価が欠かせないことを

改めて実感できたので、良かったです。 

・具体的にどのような指導を行っているのかを聞

くことが出来、大変勉強になりました。田中先生

のお話も今後の参考になることばかりでした。 

・子どもたちにいろいろなサービスが受けられる

ということが、まだわからず苦労している子が多

いので（周囲の理解等）更に的確な支援がすすむ

ように努力したいと思います。 

〈学術局より〉 

 前年度より症例検討会を行うようになり、小児

がテーマのものでは 2回目となりました。ご発表

の方は詳細なご報告をしてくださり、またフロア

からのご意見も多数出され、有意義なディスカッ

ションがなされました。他職種（教員の方など）

のご参加も多く、職種間の連携の重要性について 

も再確認できる機会となりました。懇親会は、少

人数で詳しく症例相談や情報交換がなされ、有意

義な場となりました。今後も皆様の研修会へのご

参加とご意見をお待ちしております。 
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２．研修会ビデオの貸し出し 

これまでに行った研修会ビデオの貸し出しを

行っています。下記の要領でお申し込みください。 

貸し出し期間：1ヶ月 

方法：返信用封筒（B5 または A4 サイズ）に住所、

氏名を書き、切手（ﾋﾞﾃﾞｵ 1 本 270 円分、2本 390

円分）を貼って送ってください。 

あて先：〒272-0004 市川市原木 1862 

 千葉県立市川養護学校小学部 野島 洋子 

貸し出しビデオ： 

①「ST がおこなう高次脳機能障害の臨床」  

講師 鈴木 勉先生 東京都立墨東病院 
②「言語発達遅滞：関係の中で育つことば」 

講師 長澤 泰子先生 日本橋学館大学 
③「脳卒中の摂食･嚥下障害-臨床の実際-」 

講師 矢守麻奈先生 都立駒込病院 

④「重複障害児のAAC－日常生活とST訓練を結ぶ」 

講師 知念洋美先生 千葉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 
⑤「記憶障害の臨床像と対処法-症例を通して-」 

講師 安田清先生 千葉労災病院 
⑥「慢性期重度ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障害者への支援－通院

及び通所（ﾃﾞｲｹｱ）ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝにおける言語訓練

と生き甲斐作り－」 

講師 横張琴子先生 松戸神経内科 
⑦「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの発達と支援－前言語期から言語 
獲得に向けて－」 
講師 長崎勤先生 筑波大学 
＊貸し出しについての注意 
ビデオの販売はしません。ダビングは禁止です。

ビデオを紛失、破損した場合はご連絡ください。

ビデオテープの代金を弁償していただきます。 
 

３．研修会資料の送付 

今年度より、希望者に研修会資料の配布を行い

ます。返信用封筒（A4 サイズ）に住所、氏名を書

き、切手（200 円分）を貼って送ってください。

あて先はビデオ貸し出しと同様です。 

対象資料： 

上記のビデオ⑥、⑦および以下のとおりです。 

①症例検討会「成人の高次脳機能障害」 

発表１：「高次脳機能障害のため復職に問題のあ

った脳外傷症例への支援」武田智子先生  

 （千葉中央ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ 前･加曽利病院）  

発表２：「介護現場での失語症者との関わり方」

酒井千代先生 （佐倉ホワイエ） 

②症例検討会「小児」 

発表１：「ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ疑い児の ST 診療とその背景」 

小宮山則彦先生（亀田クリニック） 

発表２：「構音獲得に困難を示した言語発達遅滞

の一例」依田美都先生（帝京大学市原病院） 

 

◆社会局から 

１．支援費制度のアンケートについて  
支援費制度における言語訓練の現状調査のた

め、アンケートを実施いたしました。アンケート

の最終的な送付数は 60通、回答者数は 25通、回
収率は 41％でした。このアンケートの情報に関し
ては、HP などを通して、会員のみならずひろく
皆様に提供できるようにしたいと考えておりま

す。なお、アンケートのご返送は随時お受けして

おりますのでご協力をお願いいたします。 
 
２．ホームページについて 
①情報公開について 
昨年 9月に実施いたしましたアンケートの結果
に基づき、ご希望のあった施設に関しての詳細情

報を HP上に公開いたしました。この情報に関し
て、変更や追加などのご希望がありましたら社会

局までご連絡ください。 
②ホームページについて 
 皆様からのご意見や情報をお待ちしております。 
[会員専用ページパスワード] affordance 
社会局では、ホームページの編集作業のお手伝

いをしてくださる方を募集しております。ご協

力をぜひお願いいたします。 
 
３．部員について 
社会局員としてリオネット城南の大谷武夫氏、

社会局広報部部員として千葉中央メディカルセ

ンター（旧：加曽利病院）の皆元沙織氏、大穴さ

くら苑の三原芳絵氏が承認されました。
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① 千葉中央メディカルセンター 

(旧 加曽利病院) 
ＳＴ 武田智子 

【施設概要】当院は千葉市若葉区にある２７２床

の一般・急性期病院です。脳神経外科、歯科口腔

外科など約２０の診療科をもち、年間約４０００

台の救急車を受け入れ、急性期から亜急性期を中

心とし回復期までの一貫した治療を行なってい

ます。その中でもリハビリテーション部門は総合

リハビリテーション施設および６０床の回復期

リハビリ病棟として、ＰＴ２０名、ＯＴ１０名、

ＳＴ２名、助手４名のスッタフによる３６５日体

制のリハビリテーションを実施しています。 
【ＳＴの業務内容】常勤ＳＴ２名が担当する患者

様の多くは脳卒中の方で、対象となる主な障害は 

高次脳機能障害、運動性構音障害、摂食・嚥下障

害です。その他、口腔咽頭ガン等の患者様にも対

応しています。 
昨年より、念願であったＶＦ検査を開始し、摂

食・嚥下障害に対してより正確な評価・治療が可

能となりました。 
特徴としては急性期～回復期～外来まで同じ

担当者が訓練を行ないますので、患者様の経過が

把握でき、より信頼関係が築きやすいことです。 
【病院名変更のご案内】平成１６年４月の電子カ

ルテシステム導入予定に伴い病院名称も千葉市

全体の急性期医療に貢献するという意思を込め

て千葉中央メディカルセンターに変更すること

になりました。 
今後も患者様に対して真の支援となるリハビ

リをめざし、ＳＴの質の向上、訓練内容の充実、

地域との連携等に努力してまいる所存です。どう

ぞ宜しくお願いいたします。 
所在地：〒264-0017 千葉市若葉区可加曽利町 
                  1835-1 
TEL：043-232-6927 FAX：043-232-9100 
E-mail: rihabiri@ccmc.seikei-kai.or.jp 
 
 
 

 

施  設  紹  介 
 

 

 

         
 

② 柏 の 葉 北 総 病 院  
             ST 岡田 淳一 
             ST 木村佐知子 
 柏の葉北総病院は、平成 14 年にオープンした
病院です。のどかな柏の葉公園や県立柏の葉サッ

カー場に隣接しています。系列病院には鎌ヶ谷市

に第二北総病院があります。 
 当院は医療保険型・介護保険型・特定疾患型の

様々なタイプを有する全92床の療養型病院です。
また、神経内科等の外来診療も行っております。

470 ㎡の広いリハビリ室には設備も充実し、PT5
名・OT2名・ST2名のスタッフがいます。 
 ST の対象は、主に成人の脳卒中後や変性疾患
等による高次脳機能障害、運動障害性構音障害、

嚥下障害、失語症などです。回復期から維持期に

かけて、ゆっくりと療養しながら、または在宅か

ら外来通院をしながら、じっくりとリハビリを受

けることができます。早期退院が叫ばれる中、言

語的には長期的なフォローが必要な患者様はた

くさんいらっしゃいます。入院・外来ともにそん

なニーズに応えられる体制を整えています。いつ

でもお気軽にお問い合わせください。また、開放

的なリハビリ室では、患者様やご家族、スタッフ

のいつもにぎやかで明るい声と笑顔が溢れてい

ます。お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りくだ

さい。 
所在地：〒270-0113 流山市駒木台 233-4 
TEL：04-7155-5551 FAX：04-7154-8954 
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臨床奮戦記    

  
「病院に依存的になってしまっている患者様にＳＴとしてできることは？」 

 
失語症の慢性期にありますが、何年も継続して病院へ通い続けてＳＴの外来を受けている患者様がいま

す。 
Ａさん：４０代女性、発症は 5年前。非流暢性失語症中重度。 
    通院日以外は日中テレビを見て過ごすのみで、外出することもほとんどない。年齢も若く、友の

会などへの参加は拒否されている。ご本人はリハビリに対しても意欲はなく、家族に言われてし

ぶしぶ来院している。 
Ｂさん：６０代男性、発症して 1年半経過。非流暢性失語症重度。 

頑固な性格で入院時よりリハビリ拒否、少しずつ慣れてきて退院後は週に 1回外来で通院するよ
うになる。その頑固さ(怒って怒鳴りつける)に家族は疲れており、病院に来ているときだけは開
放され、またご本人も病院に来ることが生活のリズムの一つとなってきている。友の会などは拒

否。 
Ｃさん：７０代男性、発症から 1年半経過。失語症極軽度で、身体に麻痺もなく車を運転して来院。普段

は娘と二人暮しで、交友関係もあまりない。外出の機会もほとんどなく、病院に来ることが楽し

みとなっている。 
３名とも、日中はなにもせずに家ですごし、病院に来る時以外は外出することがありません。言語機能

的には大きな改善は認められない時期となり、その意味でＳＴ外来を終了にしてしまうと友の会やデイな

ど地域参加への拒否される人、または適応でない人もおり、そのため行き場を失い、家に閉じこもってし

まうおそれがあります。そのような方々にＳＴとしては言語機能の回復を目指すというよりも、閉じこも

り・家族の負担などを軽減するために病院に来院して外出の機会を持ってもらっている状態です。 
現在、上記の方々にとって生活の基盤が家庭と病院だけになってしまっています。病院へ通っていると

いう事実で安心し、それが入院していた病院であればなおさら離れられなくなってしまっています。つま

り、病院に対して依存的になり、病院に自分の居場所を作ってしまっています。果たして病院がそのよう

な場になってしまっていいのでしょうか。本当にその人が望む生活するというのはどういうことなのか、

その人がその人らしく生活するのを支えるため、ＳＴとしてできることは何があるのか・・・まだ私は経

験が浅く、自分なりの答えを見出せてなく、悩んでいます。             （ST Y子） 
 
同じような悩みをお持ちの方も多いのではないでしょうか。また、このようなときこんな対応をしたと 

ころよい結果が得られた、という体験をお持ちの方もおられることと思います。ぜひ、皆さんの生の声を

お聞かせください。 
事務局 君津中央病院リハビリテーション科言語聴覚室 FAX：0438-36-3867 または 千葉県言語
聴覚士会メール chibakenshikai@zp.moo.jp まで。 
ST同士が気軽に情報交換や勉強し合える場を、皆さん切望されていると感じます。県士会の学術局で設立 
を進めている「地域の勉強会（仮称）」がそのような拠点となり、機能を果たしていけるのではないかと期待

しています。（S子） 

次号は、Ｙ子さんから推薦していただいたＫ氏に引き継いで書いていただきます。お楽しみに!!! 



◆平成 15 年度 理事会の報告 

≪第1８回≫ 

日時：2004年 1月 13日（火） 20：10～23：20 
場所：千葉大学医学部附属病院 第３会議室 
出席者：神作、柴田、竹中、野島、村西(理事 5名)  

田中、古川（書記 2名） 
（会長より） 
・千葉県聴覚検査専門部会について 
・関連職能組織からの送付物について 
・千葉県理学療法士会の学会後援依頼について 
（事務局より） 
・千葉県理学療法士会の学会後援依頼について 
・千葉県言語聴覚士会ニュースについて 
・平成 15年度第１回事務局会議について 
・平成 15年度一般会計補正予算案について 
・千葉県新生児聴覚検査専門部会に出席する部員について 
（学術局より） 
・平成 15年度第４回研修会について 
・地域の勉強会についてのアンケートについて 
・平成 15年度学術局補正予算案について 
・平成１５年度第４回研修会後の懇親会について 
（社会局より） 
・社会局広報部員について 
・社会局の運営について 
≪第 19回≫ 
日時：2004年 2月 6日（金）19：45～24：00 
場所：千葉大学医学部附属病院 第３会議室 
出席者：勝又、神作、柴田、竹中、常田、野島、 
野原、村西(理事 8名) 田中、古川（書記 2名） 
（会長より） 
・千葉県理学療法士協会の広告規定について 
・（仮称）千葉市介護支援専門員設立総会の案内について 
・NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネッ 
トワーク全国の集い in千葉 2004後援依頼について 

（事務局より） 
・地域組織検討委員会について 
・平成１５年度一般会計補正予算案について 
・新入会員の承認について 
・NPO 在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
全国の集い in千葉 2004後援依頼について 
（学術局より） 
・地域の勉強会設立について 
（社会局より） 
・パンフレットの改訂について 
・地域リハビリテーション協議会への参入に関す 

る他県士会へのアンケートについて 
・千葉県内の言語訓練施設の情報公開について 
・支援費制度で利用できる施設の言語聴覚士配置状況に関

するアンケートについて 
・新生児聴覚スクリーニング検査に関するアンケートにつ

いて 
・ホームページについて 
≪第 20回≫ 
日時：2004年 2月 22日（日）13：30～17：00 
場所：緑が丘公民館 講堂 
出席者：勝又、神作、常田、野島、村西(理事５名)  

田中、古川（書記２名） 
（会長より） 
・栃木県言語聴覚士会の設立について 
（事務局より） 
・地域組織検討委員会（仮称）について 
・新入会員の承認について 
・県士会ニュース No.１０について 
・今後の県士会ニュースの紙面の工夫について 
（学術局より） 
・平成１５年度第４回研修会タイムスケジュールについて 
・平成１５年度第４回研修会役割分担について 
（社会局より） 
・千葉県内の言語訓練施設の情報公開について 
・支援費制度に関してのアンケートについて 
・社会局員として、リオネット城南の大谷武夫氏が承認さ

れた。 
・新生児聴覚スクリーニング事業に関するアンケートにつ

いて 
≪第 21回≫ 
日時：2004年 3月 10日（水）20：10～23：30 
場所：千葉大学附属病院第 3会議室 
出席者：神作、柴田、竹中、野島、村西 
    田中、古川（書記 2名） 
（会長より） 
・都道府県士会からのニュース送付について 
（事務局より） 
・地域組織委員会について 
・県士会ニュース№10について 
・新入会員の承認について 
（学術局より） 
・平成 15年度第 4回研修会タイムスケジュールについて 
・地域別勉強会アンケート結果について 
（社会局より） 
・新生児聴覚スクリーニング事業に関するアンケートにつ

いて 

 ５
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 実態調査委員会の報告 
≪第４回≫ 
日時：2004 年 2 月 8日（日）13：00～17：00 
場所：高洲コミュティーセンター 
出席者：新井、宇野、木村、古森、宮本、竹中、勝又 
・アンケート集計結果の分析方針について 
 

新生児聴覚スクリーニング検討委員会 
の報告 

≪第 2回≫ 
日時：2004年 1月 25日（日）10:00～12:00  
場所：千葉大学医学部付属病院第 3会議室 
 出席者：岡田、荻洲、斉藤、庄司、常田、村西 
・第 1回千葉県新生児聴覚検査専門部会について 
≪第 3回≫ 
日時：2004年 2月 15日（日）10:00～12:00  
場所：千葉大学医学部附属病院 第 3会議室 
出席者：岡田、荻洲、庄司、常田、村西、斎藤 
・千葉県新生児聴覚検査専門部会について 
・千葉市における健診体制について 
・千葉県こども病院でのアンケート結果について 
・ 筑波大学附属聾学校でのアンケート結果および症例に
ついて 

 (紙面の都合上、報告と協議事項をまとめて記載してあります。) 

 
 
 

求 人 情 報 
詳細は、千葉県言語聴覚士会ホームページ 

http://users.hoops.ne.jp/crst2002 をご覧下さい。 
 
小 張 総 合 病 院（掲載期限 8月末まで） 
所在地：野田市横内 29-1 
募集：常勤 
対象：成人、小児の言語障害 
採用時期：随時 
問合せ先：04-7124-6892 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 小林 
 
塩 田 病 院（掲載期限 H 16.8末まで） 
所在地：勝浦市出水 1221 
募集：常勤 2名 新卒、経験者問いません。 
採用時期：6月から随時 
対象：失語症及び dysarthria、嚥下障害 

 
問合せ先：0470-73-1221  

リハビリテーション科 PT宮島、ST斎藤 
 

八千代ケアセンター（掲載期限 8月末まで） 
所在地：八千代市島田 55-1 
施設区分：介護老人保健施設 
募集：常勤 
問合せ先：047-488-8788 事務 鈴木 
 
特別養護老人ホーム あすみの丘 

所在地：千葉県四街道市大日 1623-1 

対象者：特養入所者 50 人、デイサービス 30 人の   

一部 

募 集：非常勤１名(経験ある方尚可) 

勤務日：平成 16 年４月～週 2回 2h/回  

    (曜日・回数・時間は応相談) 

問合先：TEL043-421-5188 Fax043-421-5189 

                 (担当：星) 

 

千葉中央メディカルセンター（旧名称加曽利病院） 
（掲載期限 9月末まで） 

所在地：千葉県若葉区加曽利町 1835-1 
対 象：成人（失語症、構音障害、嚥下障害） 
募 集：常勤 1名 
採用時期：面接随時 
問合せ先：043-232-3691 

リハビリテーション科 工藤、渡辺 
 

成田市保健福祉館 健康管理課 ことばの相談室 
(掲載期限 9月末まで) 

勤務先：成田市保健福祉館 健康管理課（ことばの

相談室）  成田市赤坂 1-3-1（JR成田駅
西口よりバス 10分） 

勤務時間：月～金 8：30～17：00（7時間半） 
時 給：1160円 
雇用期間：1年（平成 16年 4月～平成 17年 3月） 
問合せ先：健康管理課（ことばの相談室） 
     TEL0476-27-1111 斎藤 
 
袖ヶ浦市役所 
幼児ことばの相談員１名 
日額 8400円 交通費なし１年間 週２回 
問合せ先：袖ヶ浦市役所厚生課 松野 
TEL 0438-62-2111（内）326 FAX 0438-63-1310 
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◆事務局から   

 

１．求人情報掲載についてのお知らせ  

 現在、求人情報をホームページと「ニュース」 

 に掲載しています。今後、求人募集の掲載依頼は

以下のようにお願いします。  

  

 申し込み先：事務局あてにメールまたは FAX で 

 記載事項：施設名・所在地・募集・対象・問合せ 

 先・その他（応募資格・採用時期・給与等） 

 掲載期間：申し込み月から６ヶ月経過すると自動 

 的にホームページから削除しますのでご了承くだ 

 さい。なお、継続を希望される場合は再度ご連絡 

…… 編集後記 ……… ください。 

 桜並木の中を散歩してきました。すれ違う人 「ニュース」には、掲載期間内であれば自動的 

皆が笑顔で輝いていました。桜は人を幸せにす に掲載されます。 

る魔法の力があるようです。ST として、触れ合 お願い：採用者が決まりましたら、その旨ご連絡

をお願いします。 う人々にこのような笑顔と輝きを運んでいける 

 よう、新年度も精進せねばと思いながら帰って 

２．登録内容変更についてのお願い きました。皆さんも、それぞれの思いをもって 

新しいスタートを切っていかれることを願って 
 

所属や住所など変更が生じた方は、事務局ま

でご連絡をお願いします。 

FAX：0438-36-3867 または メールで 

chibakenshikai@zp.moo.jp 
 

おります。 

 1 年間ありがとうございました。 

 

 

 

 
 

     事  務  局 

〒292-8535 千葉県木更津市桜井 1010 

君津中央病院 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 言語聴覚室 

TEL：（0438）36-1071 FAX：（0438）36-3867 

 http://users.hoops.ne.jp/crst2002/ 

       会員専用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ：affordance 

 

３．新入会員のおしらせ 正会員（敬称略） 

奥田麻里（千葉市児童相談所） 
木村 薫（市川市総合福祉センター） 

 

会員数：正会員 178 人 会友 14 人 
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